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議題名：

問合せ先

担当部署

担当者名

ＴＥＬ 671-2406 ＦＡＸ 550-3613

　健康福祉局高齢健康福祉課

　藤原、小山田

健康福祉局高齢健康福祉課　

【内容】

【例年あげている議題か？】

【何をすればいいのか？】【いつから（いつまでに）すればいいのか？】

【その他、注意することなど】

・横浜市では令和４年10月から、現行の紙製の敬老パスを廃止し、専用のプラスチック製の「Ｉ
Ｃカード」に変更します。
※令和４年10月から、敬老パスの利用には、ＩＣカードが必要になります。
・現在有効な敬老パスを所持している方へ、令和４年４月下旬頃、ＩＣ化に係る案内文を郵送
します。

今回初めての議題です。

情報提供しますので、ご承知おきください。

資料№４　

敬老特別乗車証のＩＣ化について

戸塚区連合町内会自治会連絡会４月定例会

議　題　説　明　書



敬老特別乗車証（敬老パス）のＩＣ化について 

●横浜市では令和４年 10月から、現行の紙製の敬老パスを廃止し、専用のプラ

スチック製の「ＩＣカード」に変更します。

※令和４年 10 月から、敬老パスの利用には、ＩＣカードが必要になります。 

●現在有効な敬老パスを所持している方へ、令和４年４月下旬頃、ＩＣ化に係る

案内文を郵送します。

１ ＩＣカードの利用イメージ 

２ ＩＣカード化の目的 

高齢化の進展により敬老パスの利用者が増加する中で、横浜市では、敬老パ

スを持続可能な制度とするための検討を行ってきました。

令和元年度に設置された「横浜市敬老特別乗車証制度のあり方に関する検討

専門分科会」の答申において、今後の制度のあり方を検討するためには、利用

実績をより正確に把握し、透明性を確保することが求められ、そのためにはＩ

Ｃ化が有効とされました。 

これを踏まえ、敬老パスをＩＣカード化します。 

（次頁あり） 

区連会４月定例会説明資料 

令 和 ４ 年 ４ 月  18 日 

健康福祉局高齢健康福祉課 

IC化後の敬老パス 乗合バス乗車イメージ 

見 本 

バス等に新たに設置する専用読取機に、 

敬老パス（ＩＣカード）をタッチして利用します。 



３ 利用実績の取得 

敬老パス制度等、本市の高齢者等の外出支援施策の検討や、交通事業者への

正確な利用実績データの提供に活用することを目的に、ＩＣカードの敬老パス

利用時には『利用情報※』を本市が取得します。 

※『利用情報』…敬老パスの利用回数や利用した交通機関、利用場所（バス停等）の

情報です。取得した利用情報は、個人を識別することができないよ

うに加工した上で活用し、他の目的には利用しません。 

 

４ ＩＣ化に係るご案内について 

  ２月末時点で敬老パスをお持ちの方（約 39万人）へ、４月下旬頃から、別

紙の案内文をお送りします。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和４年４月下旬～ 案内文の発送、コールセンター設置 

      ５月   広報よこはま５月号（ＩＣ化のご案内） 

      ７月    ＩＣカード発送開始 

            ＩＣカードのテスト利用期間開始 

      10月    ＩＣカード化 

（敬老パスの利用にはＩＣカードが必要になります。） 

 

６ お問い合わせ先 

  専用のコールセンターを４月下旬から設置します。敬老パスについてご不

明な点がございましたら、別紙の案内文に記載のコールセンターまでお問い

合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   担当           

   健康福祉局高齢健康福祉課 

藤原、小山田     

   電話：671-2406      
 



令和４年 4 月 横浜市健康福祉局高齢健康福祉課 
 

ＩＣカード化後  現 在 

専用の 

プラスチック製カード 

紙製のカード 

バス乗務員や駅係員に

敬老パス(紙製)を提示

して利用 
 

専用読取機(※)に敬老

パス（ＩＣカード）を

タッチして利用 

※専用読取機はバス等に 
新たに設置します 

(このご案内は、令和４年２月末時点で敬老パスをお持ちの方へお送りしています。) 

横浜市では令和４年 10 月から、現行の紙製の敬老パスを廃止し、専用のプラスチ

ック製の「ＩＣカード」に変更します。 

令和４年 10 月から、敬老パスの利用には、ＩＣカードが必要になります。 

◆ ＩＣカード化によって変わること 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆ ＩＣカード化の目的について 
高齢化の進展により敬老パスの利用者が増加する中で、横浜市では、敬老パスを持続

可能な制度とするための検討を行ってきました。 

令和元年度に設置された「横浜市敬老特別乗車証制度のあり方に関する検討専門分科

会」の答申において、今後の制度のあり方を検討するためには、利用実績をより正確に

把握し、透明性を確保することが求められ、そのためにはＩＣ化が有効とされました。

これを踏まえ、敬老パスをＩＣカード化します。 

 

 

 

 

 

 
敬老パス ICカード化についてのお知らせ 

横浜市敬老特別乗車証  

裏面も必ずご確認ください 

【参考】横浜市ホームページ「横浜市敬老特別乗車証制度のあり方の検討について」 

見 本 

※ＩＣカード化による敬老パスの負担金額の変更はありません。 



  令和 4 年 4 月 横浜市健康福祉局高齢健康福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※『利用情報』の取得について 

敬老パス制度等、本市の高齢者等の外出支援施策の検討や、交通事業者への正確な

利用実績データの提供に活用することを目的に、ＩＣカードの敬老パス利用時には

『利用情報＊』を本市が取得します。 

本市が敬老パスの利用情報を取得することについて同意することで、ＩＣカードの

敬老パスがご利用になれます。 

＊『利用情報』…敬老パスの利用回数や利用した交通機関、利用場所（バス停等）の情報です。取得した利用情

報は、個人を識別することができないように加工した上で活用し、他の目的には利用しません。 

スケジュール  
７月 ８月 ９月 10月 

    

● ＩＣカードが届くまでは、紙製のカードを利用してください。 

● ＩＣカードが届いたら、ＩＣカードを利用してください。 

・専用読取機にＩＣカードをタッチして利用 

・専用読取機が未設置の場合は、バス乗務員や駅係員にＩＣカードを提示して利用 

※ 10 月１日以降のご本人負担額等のお知らせは別途お送りします。 

 

ＩＣカードは令和４年７月から９月にかけて 

順次発送します。 
令和４年２月末時点で敬老パスをお持ちの方へＩＣカードを発送します。 

令和４年 10 月から、敬老パスの利用には、ＩＣカードが必要になります。 

横浜市敬老パス問合せダイヤル 

電 話：０４５－３９４－３１０５ 

ＦＡＸ：０４５－６２０－７９３５ 
受付時間：８時から 19時まで（土日・祝日も受け付けています。） 

●ＩＣカードを順次発送（ＩＣカードのテスト利用期間） ●ＩＣカード化 

● ＩＣカードは、『利用情報』の取得※について同意の上、利用してください。 

   （同意についてのお手続きは必要ありません。） 

● 『利用情報』の取得に同意いただけない場合（ＩＣカードを利用しない場合）は、ＩＣカード

はお送りしません。必要なお手続きをご案内しますので、 

下記「横浜市敬老パス問合せダイヤル」に令和 4 年５月 25 日までに連絡してください。 

 

紙製のカードは 

使えません 

 

01021058
テキストボックス
※令和４年４月25日開設予定


	
	20220328【局長後修正】市連会資料　敬老パスIC化 - コピー
	【確定稿】敬老パスIC化案内文（差替版）




